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１．研究計画の概要 
近年発展途上国から先進国へ輸入される養
殖水産物から残留抗生物質が検出される事
例が増加しており，食の安全確保の点から問
題視されている.インドシナ半島の養殖場で
は安価な抗生物質（サルファ剤，キノロン系）
の投与が行われ,日本のように出荷前に休薬
期間を設けないため，薬剤の残留が起こる．
無秩序な薬剤の使用は，薬剤耐性菌の増加を
促す．本研究では，現地調査で現場環境中の
薬剤濃度を測定して汚染実態を解明し，同時
に使用薬剤に対する耐性菌出現率を測定す
ることで汚染と耐性出現の相関を解明する．
さらに，特定の薬剤耐性遺伝子のゲノタイプ
を調べ，遺伝子の分布拡散実態を把握する． 
 
２．研究の進捗状況 
2007~8年度ではベトナムおよびタイ国でエ
ビ，魚類の養殖場モニタリングを行い，ベト
ナムではサルファ剤汚染実態が明らかにな
った．サルファ剤耐性遺伝子では，欧米で主
要と言われる sul2 遺伝子ではなく，sul1 遺
伝子が主要であり，この地域の特性が明らか
になった．近年多剤耐性が世界的に問題にな
っている Acinetobacter 菌がベトナム水圏の
耐性菌で多く検出され，アジアの養殖場が本
菌のリザーバであることが示唆された．タイ
でもサルファ剤等多くの薬剤でベトナムよ
り高い濃度の薬剤汚染が明らかになった．キ
ノロン耐性菌は汚染の有無に関係なく広く
水圏に存在することが分かった．インドシナ
２カ国の調査で様々な耐性遺伝子が高頻度
で分布する実態が初めて明らかになった．
2009 年はインドシナから離れたフィリピン
で調査を行い，ラグナ湖の養殖場ではサルフ

ァ剤が検出された．調査時が洪水の直後であ
り，汚染が希釈されている可能性が高かった
にも関わらず 100 ng/L 程度の濃度があった
ことから，常時薬剤汚染があると考えられる．
また，サルファ剤耐性菌は 8~87%と高かっ
た．現在遺伝子検索を行なっている．フィリ
ピンではテトラサイクリン汚染，耐性菌いず
れも低く，インドシナとは異なるプロフィー
ルを示した．本研究ではインドシナおよび同
じ熱帯アジアでも陸続きではない国の実態
を把握することで，薬剤耐性遺伝子の涵養中
での拡散状況がわかってきた．今後は，さら
に細菌間での耐性遺伝子の伝播状況も明ら
かになることが期待される． 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している．タイ国の共
同研究者に不測の事態が起き（妊娠と政情不
安），2009年度の調査が出来なかった以外は
順調である．結果の論文発表が若干遅れてい
るが，最終年度には当初予定を完了できる予
定である． 
 
４．今後の研究の推進方策 
当初の予定通り進んでいるが，タイ国につい
ては再調査できなくなった状況なので，フィ
リピンの実態を詳細に研究し，インドシナ半
島のベトナム，タイ国と比較する予定である．
さらに，養殖場よりは養豚場での薬剤使用が
深刻であることが分かってきたので，当初の
計画に加えて，今後は養豚場起源の薬剤およ
び耐性菌の調査にも広げていく予定である． 
 
５. 代表的な研究成果 
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